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韓国のアドミッション専門家養成・能力開発システム 
――日本におけるアドミッション専門人材の養成と能力開発の意義の探究―― 

 
山本以和子（京都工芸繊維大学） 

 
韓国では，教科学力による点数主義的評価から脱却するために入学査定官による多面的・総合的評

価入試を導入した。その入学査定官は担当の入試関連業務の中で高い業務能力が求められている。本

研究では，その能力を開発する仕組みを調査し，我が国のアドミッション専門人材養成や能力開発の

意義について考察した。調査より，韓国では入学査定官の専門性開発が入学査定官制発足当初から重

要視されていたことと，養成および育成の機関による教育訓練プログラムを充実化し，さらに大学内

において組織人材管理の仕組みが存在していることが判明した。それらから今後の日本における教

育・入試改革の質向上を推進するためにも入試専門家養成や彼らの能力開発の機会創出および技能・

キャリアに応じた組織管理体制の構築・維持方策が必要だと考察した。 
 
 1 はじめに  

 2014 年の高大接続改革の中教審答申には，改革を

実現する具体策として四つの策１) の記述がある。そ

のうちの一つ，評価方法の改革では，新たな入学者選

抜方法・学力評価方法の開発，評価方法に関する専門

人材の育成と教員の評価力向上等に関する具体的な検

討が求められている．1999 年の中教審答申によりＡ

Ｏ入試が拡大し，それに伴いアドミッションセンター

も設立された。しかし，担当者の業務は入試広報がほ

とんどであり，選抜評価に関わる業務は専ら学部教員

に委ねられている。また，今後の大学入試改革の方向

性では，多面的・総合的評価による入学者選抜の拡大

が見込まれているが，その量・質の両方の対応策がと

られているわけではない。  

一方，韓国の近代化後の大学２)入学試験政策は，政

治政権ごとに問われる社会的な重要テーマである。大

学入試の競争が熾烈であり，かつ学歴主義と学力主義

も一緒に堅固化しており，これにより画一的な高校教

育, 個人負担教育費増加, 学力低下の問題などの諸般

の問題が発生していた。李明博政府は個人負担教育費

軽減と公教育正常化などを目的に高等学校の教科，非

教科領域等の学校での学習・体験活動を大学入学試験

に反映するため入学査定官が選考を行う「入学査定官

制入試」を 2007 年に制定し，2009 年度入試より本

格的に実施した。 
入学査定官制入試の導入以来，参入大学の増加およ

び入学者選考の多様化は拡大している。例えば，韓国

大学教育協議会（2016）によると，2017 年度は

355,745 名の全新入生のうち 72,772 名（全体の

20.0%）を選抜している。 

 
しかし，膨らむ事業支援資金と入試類型の複雑化を

抑制するため，朴槿恵政権は 2013 年に入学査定官制

事業を「高校教育正常化寄与大学支援事業」に改編し

た３)。事業名の変更とともに朴政権では，「入学査定

官制入試」を「学校生活記録簿総合選考」と名称を変

更し，入学査定官養成の指定機関制度を廃止した。

「入学査定官」という新しい職種およびその業務機能

の認知が一般に行き渡り，さらに大学における入学査

定官の採用の拡大時期が収束したと判断したからであ

る。 
現在，大学教育協議会，大学連携・個別大学で教育

訓練の研修が設けられている。各大学で新たな高校教

育正常化寄与事業の財政的支援を受けるためには，こ

の教育訓練を継続実施する必要がある。これは，韓国

の入学査定官制という多面的・総合的な評価入試の制

度の導入初期の準備段階から，学生生活記録簿総合選

考の拡大と評価の質の維持・向上を図るという次の成

長段階に移っていることを表している。 
 
2 先行研究と研究目的 

 入学査定官制については，山本（2014; 2016）と

松本（2016）が入学査定官制の進化状況をまとめて

いる。山本は，高校教育寄与政策としての入学査定官

制に焦点を当て，当時の募集人員の拡大傾向とその選

考要素を調査した。その結果，この制度が高校教育平

準化に対して徹底的な姿勢を示し，入学査定が高校教

育の質保証と教育成果を詳細に評価する内容となって

いることを解明した。松本は，新たな「学力」評価の

挑戦としてこの制度を捉え，資質・能力重視の選抜に

おける課題として，入試査定官の専門性に対する懐疑
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と選抜基準の不透明さ，参考資料としての学生生活記

録簿の信頼性に対する疑念を論じている。 
一方，日本国内の入試担当者について倉元(2006)は，

「大学入試学」という用語を用いて大学入試研究の確

立を唱え，研究者の育成を行った。その後，倉元・西

郡（2009: 53,54）は，「近視眼的な個別利益の追求

がしだいに高校以下の教育を疲弊させる結果を招く危

険性」を回避するために「十分な専門性を有する入試

研究者を擁することは個別大学の利益にもつながる」

と担当者の専門性を高めることに言及し，組織的な研

究育成システムの構築が必要であると説いた。さらに

倉元（2014: 134）は各国立大学のアドミッションセ

ンターの業務内容をまとめ，「大学によってアドミッ

ションセンターの業務の認識に相当に幅広い違いが見

られること」を追求している。 
また，木村（2010: 47）は「テストの専門家」とし

て国内の養成システムを量的に把握しようと試みてい

る。結果，「テストの専門家」は，「就職後や修士課

程からテスト分野に参入」しているが，必ずしも教育

体系の中で学んでいるわけではなく，「独学や就職後

研修で専門知識を獲得する者が多かった」ことや，そ

の教育需要に対して教える側は，「「教育」分野を専

攻とし，「大学等の研究機関」に席を置く人々」であ

ったことが判明した。さらに，教授法は「学生の何れ

かの段階でテスト関係知識を教授」するという「知識

の再生産関係が特徴」であり，その関係が薄れるとテ

スト分野の人材が縮小に繋がるという懸念を指摘した。 
今後拡大が見込まれるわが国の多面的・総合的評価

入試において，合否判定人材の拡大は必至であり，そ

の重要性が見込まれる。そのことから，本研究では，

多面的・総合的評価による入学者選抜にするために行

った韓国の「学校生活記録簿総合選考」に係る入学査

定官の専門性に着目し，入学査定官の専門性を向上さ

せるためのシステムとその内容を調査解明し，我が国

のアドミッション専門人

材養成と能力開発の意義

を探究することを目的と

する。  
 
3 調査・研究方法 
本研究は，韓国のアド

ミッション専門家養成と

能力開発についてその内

容と仕組みを調査した。

韓国の大学教育協議会お

よび各大学，大学連合で

実施されている教育訓練コースの資料を現地より入手

し，その分析のほか，研修講師として活躍されている

教授査定官に取材調査を行った。  
 
4 入学査定官の専門性向上施策 
4.1 入学査定官の専門性養成と能力開発システム 
 イム（2012）によると，入学査定官制入試は 2007
年に 10 大学でモデル施行が始まった。その後 2009
年に入学査定官制入試は本格的導入となり，47 大学

に拡大した。政策側の急進的な導入もあり，教育部４)

は，入学査定官の専門性スキルを確保するために，

2009 年入学査定官の養成機関５大学を指定した。さ

らに入学査定官制入試の拡大を目指す李明博政権は，

2013 年まで入学査定官研修訓練プログラム運営機関

を支援してきた。同時に韓国大学教育協議会は，入学

査定官の標準教育課程を開発し，指定機関での職務研

修訓練プログラムとして提供している。 
表１は，現地で入手した大学教育協議会(2011; 201  

2-13; 2013-15; 2016）の資料をまとめたものである。

ここにあるように 2009 年に指定された養成機関は，

慶北大学，高麗大学，ソウル大学，梨花女子大学，全

南大学の５大学であった。教育時間数は年間 135－
144 時間であり，専ら入学査定官の養成プログラムを

実施していた。その後，入学査定官制の拡大期にあた

る 2011 年には９機関もの大学が養成機関に指定され

た。内訳は，ソウル大学，梨花女子大学，全南大学，

釜山大学，慶尚大学，東国大学，成均館大学，忠北大

学，韓国外国語大学である。すでに査定官として稼働

している人材も対象にプログラムが組まれており，専

任の現職査定官は年間 100－135 時間，委嘱査定官は

年間 30－60 時間の研修訓練の受講が求められ，入学

査定官の職に就きたい人材には年間 135 時間の養成

プログラムが組まれていた。 
2016 年度から入学査定官志望者向けの養成研修は

朴槿恵政権

2009年 2011年 2016年
スタート期 拡大期 定着期

養成・訓練機関 5機関 9機関
韓国大学教育協議会を中心に

各校で実施
5年間運営

（慶北大・高麗大・ソウル大・梨
花女子大・全南大）

（ソウル大・梨花女子大・全南大・釜
山大・慶尚大・東国大・成均館大・忠

北大・韓国外大）
（元養成機関・連携・個別大学）

教育時間数 135-144時間 査定官志望者：135時間 新任（専任）査定官：120時間

現職査定官：100-135時間 現職（専任）査定官：80時間

委嘱査定官：30-60時間 新任（委嘱)査定官：30時間

経歴（委嘱）査定官：15時間

李明博政権

表1 入学査定官養成・訓練の機関と教育時間の変化 
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15 時間ほど大学教育協議会で実施をしており，新任

で大学に採用されてから本格的な研修が実施される仕

組みとなった。研修訓練プログラムの運用は，大学教

育協議会もしくは大学連携，個別大学で行っている。

大学教育協議会は，研修訓練プログラムのガイドライ

ンを示すことと自らも研修訓練プログラムの開催・運

営も行い，また大学連携や個別大学ではそのガイドラ

インに則って自由にプログラム内容を組み立てている。

講師には，教育内容の専門にあたる教授査定官を任用

している。   

現在も年間の研修・訓練の時間数は基準があり，専

任で新任の入学査定官は年間 120 時間，専任で現職

入学査定官は年間 80 時間，新任の委嘱入学査定官は

年間 30 時間，再任の委嘱入学査定官は年間 15 時間

の研修訓練時間を設けている。 
 
4.2 入学査定官の人材養成と育成の教育内容 
表２は，大学教育協議会（2012）の入学査定官の

訓練養成のガイドラインにある新任者用の標準的な研

修訓練の教育内容である。これを見ると，入学査定官

の研修訓練の教育内容には「基本素養」「実務能力」

「専門スキル」の３分野があることがわかる。「基本素

養」には入学査定官制の概説，社会責務と職業倫理，学

生理解と高校教育課程および大学入試政策と制度が含ま

れ，「実務能力」には評価指標開発，相談・広報技法，

大学行政実務，合否判定模擬実習等が含まれ，「専門ス

キル」には合否評価能力開発，選考要素分析，資料管理，

意思疎通能力が含まれており，日常の業務スキルから専

門的知識と技術にわたって教育が展開されていることが

わかる。 
次に表３は，大学教育協議会(2012-13; 2013-15; 

2016)の資料より，新任者研修の教育内容と教育時間

数の推移を整理した。これによると，「高校教育正常

化寄与大学支援事業」体制となった2014年からは大

学教育協議会の研修訓練の時間が減少していることが

わかる。なくなった項目は，入学査定官制の概観，入

学査定関連の評価能力開発，大学行政実務実習，ワー

クショップおよびチームの課題の遂行である。「入学

査定官の概観」は入学査定官という新しい職業を紹介

するものであり，この選考が定着した後にはその必要

性もなくなったということで削減された。「入学査定

官の評価能力開発」「大学行政実務実習」，「ワーク

ショップおよびチームの課題の遂行」は,大学連携も

しくは個別大学での教育研修に集約された。各大学で

のこれらの内容に差が出てきたことから大学教育協議

会での研修より削減されたと考えられる。 

 
 

入学査定官制　運営現状

外国の大学の入学査定官選考

入学査定官の業務

入学査定官の職業倫理意識及び社会的責務

入学査定官制度関連の法律と倫理綱領

高等学校教育課程平常化運営

学生生活記録部の理解

創意的体験活動の理解

高校と大学間の教育課程連携

大学入学関連の政策と制度

大学入試の類型と特徴

定性的評価指標の開発と実習

定量的評価技法の開発と実習

進学相談技法及び実習

入試広報技法及び実習

大学の理念と人材像についての理解

専攻別専門スキルおよび人材像の理解

専攻別教育目的／課程の理解

専攻別将来進路の理解

・模擬面接および模擬相談実習

・受験生対象　学内キャンプ運営技法

大学行政の理解

入学査定官の行政業務

学内総合情報システムの理解

大学の奨学制度および全般的な学士課程運営制度の理解

大学入試模擬選考実習 模擬選考

入学査定官との対話

チーム　課題研究及び発表

評価の概要および類型

妥当性と信頼性

学生評価の理解

大学修学能力試験

学校生活記録簿

評価マニュアル熟知訓練

選考資料別　評価技法（自己紹介書、推薦書、学生提出書類）

自己紹介書及び推薦書

人間性・適性検査

評価マニュアル熟知訓練

選考資料別　評価技法（自己紹介書、推薦書、学生選択書類）

統計処理および高校ＤＢ構築

研究方法論、収入および入学関連ＤＢ構築方法・学生関連の資料

プレゼンテーション技法

コミュニケーション技法

面接の類型および技法

教育内容

入
学
査
定
官
基
本
素
養

入学査定官制の概観

入学査定官の社会的責務
及び職業倫理

学生の理解および
高校教育課程の平常化の実際

大学入学政策および制度の
全般的理解

入
学
査
定
官
専
門
ス
キ
ル

入学査定関連の評価能力の
開発

大学入学選考要素分析
（定量的要素）

大学入学選考要素分析
（定性的要素）

入学査定関連資料の
管理能力と培養

入学選考関連の
意志流通能力の培養

入
学
査
定
官
実
務
能
力

大学入学試験評価指標の
開発実習

入学選考関連の相談
および広報の技法実習

大学行政実務実習

ワークショップおよび
チーム課題遂行

 
  

教科領域 教育内容 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年
入学査定官制の概観 9 5 - - -
大学入試専門家の

社会的責務や職業倫理
5 6 1 2 1

学生の理解及び
高校教育課程の編成と実際

15 9 3 2 3

大学入学政策や制度の
全般的な理解

11 10 1 1 2

(自由学期制運営事例
-15年に新設)

- - - 1 -

総計 40 30 5 6 6
入学査定関連評価能力開発 9 9 - - -
大学入学選考要素の分析

(定量的な要素)
6 3 2 2

大学入学選考要素の分析
(定性的要素)

9 9 3 3

合否査定の
関連資料管理能力の育成

22 13 3 3 3

入学選考関連の
意思疎通能力の育成

15 6 2 2 2

総計 61 40 10 10 9
大学入学試験評価指標の

開発実習
10 6 3 3 3

入学選考関連の相談および
広報技法実習

27 16 2 2 2

大学行政実務実習 6 4 - - -
大学入試の模擬選考実習 12 12 10 9 10

ワークショップおよびチー
ムの課題の遂行

19 12 - - -

総計 74 50 15 14 15
合計 175 120 30 30 30

入試専門家
基本素養

入試専門家
専門スキル

4

入試専門家
実務能力

表3  年度別 新任者研修の教育内容と時間数の推移 

表2  入学査定官の研修訓練の教育内容 
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と選抜基準の不透明さ，参考資料としての学生生活記

録簿の信頼性に対する疑念を論じている。 
一方，日本国内の入試担当者について倉元(2006)は，

「大学入試学」という用語を用いて大学入試研究の確

立を唱え，研究者の育成を行った。その後，倉元・西

郡（2009: 53,54）は，「近視眼的な個別利益の追求

がしだいに高校以下の教育を疲弊させる結果を招く危

険性」を回避するために「十分な専門性を有する入試

研究者を擁することは個別大学の利益にもつながる」

と担当者の専門性を高めることに言及し，組織的な研

究育成システムの構築が必要であると説いた。さらに

倉元（2014: 134）は各国立大学のアドミッションセ

ンターの業務内容をまとめ，「大学によってアドミッ

ションセンターの業務の認識に相当に幅広い違いが見

られること」を追求している。 
また，木村（2010: 47）は「テストの専門家」とし

て国内の養成システムを量的に把握しようと試みてい

る。結果，「テストの専門家」は，「就職後や修士課

程からテスト分野に参入」しているが，必ずしも教育

体系の中で学んでいるわけではなく，「独学や就職後

研修で専門知識を獲得する者が多かった」ことや，そ

の教育需要に対して教える側は，「「教育」分野を専

攻とし，「大学等の研究機関」に席を置く人々」であ

ったことが判明した。さらに，教授法は「学生の何れ

かの段階でテスト関係知識を教授」するという「知識

の再生産関係が特徴」であり，その関係が薄れるとテ

スト分野の人材が縮小に繋がるという懸念を指摘した。 
今後拡大が見込まれるわが国の多面的・総合的評価

入試において，合否判定人材の拡大は必至であり，そ

の重要性が見込まれる。そのことから，本研究では，

多面的・総合的評価による入学者選抜にするために行

った韓国の「学校生活記録簿総合選考」に係る入学査

定官の専門性に着目し，入学査定官の専門性を向上さ

せるためのシステムとその内容を調査解明し，我が国

のアドミッション専門人

材養成と能力開発の意義

を探究することを目的と

する。  
 
3 調査・研究方法 
本研究は，韓国のアド

ミッション専門家養成と

能力開発についてその内

容と仕組みを調査した。

韓国の大学教育協議会お

よび各大学，大学連合で

実施されている教育訓練コースの資料を現地より入手

し，その分析のほか，研修講師として活躍されている

教授査定官に取材調査を行った。  
 
4 入学査定官の専門性向上施策 
4.1 入学査定官の専門性養成と能力開発システム 
 イム（2012）によると，入学査定官制入試は 2007
年に 10 大学でモデル施行が始まった。その後 2009
年に入学査定官制入試は本格的導入となり，47 大学

に拡大した。政策側の急進的な導入もあり，教育部４)

は，入学査定官の専門性スキルを確保するために，

2009 年入学査定官の養成機関５大学を指定した。さ

らに入学査定官制入試の拡大を目指す李明博政権は，

2013 年まで入学査定官研修訓練プログラム運営機関

を支援してきた。同時に韓国大学教育協議会は，入学

査定官の標準教育課程を開発し，指定機関での職務研

修訓練プログラムとして提供している。 
表１は，現地で入手した大学教育協議会(2011; 201  

2-13; 2013-15; 2016）の資料をまとめたものである。

ここにあるように 2009 年に指定された養成機関は，

慶北大学，高麗大学，ソウル大学，梨花女子大学，全

南大学の５大学であった。教育時間数は年間 135－
144 時間であり，専ら入学査定官の養成プログラムを

実施していた。その後，入学査定官制の拡大期にあた

る 2011 年には９機関もの大学が養成機関に指定され

た。内訳は，ソウル大学，梨花女子大学，全南大学，

釜山大学，慶尚大学，東国大学，成均館大学，忠北大

学，韓国外国語大学である。すでに査定官として稼働

している人材も対象にプログラムが組まれており，専

任の現職査定官は年間 100－135 時間，委嘱査定官は

年間 30－60 時間の研修訓練の受講が求められ，入学

査定官の職に就きたい人材には年間 135 時間の養成

プログラムが組まれていた。 
2016 年度から入学査定官志望者向けの養成研修は

朴槿恵政権

2009年 2011年 2016年
スタート期 拡大期 定着期

養成・訓練機関 5機関 9機関
韓国大学教育協議会を中心に

各校で実施
5年間運営

（慶北大・高麗大・ソウル大・梨
花女子大・全南大）

（ソウル大・梨花女子大・全南大・釜
山大・慶尚大・東国大・成均館大・忠

北大・韓国外大）
（元養成機関・連携・個別大学）

教育時間数 135-144時間 査定官志望者：135時間 新任（専任）査定官：120時間

現職査定官：100-135時間 現職（専任）査定官：80時間

委嘱査定官：30-60時間 新任（委嘱)査定官：30時間

経歴（委嘱）査定官：15時間

李明博政権

表1 入学査定官養成・訓練の機関と教育時間の変化 
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15 時間ほど大学教育協議会で実施をしており，新任

で大学に採用されてから本格的な研修が実施される仕

組みとなった。研修訓練プログラムの運用は，大学教

育協議会もしくは大学連携，個別大学で行っている。

大学教育協議会は，研修訓練プログラムのガイドライ

ンを示すことと自らも研修訓練プログラムの開催・運

営も行い，また大学連携や個別大学ではそのガイドラ

インに則って自由にプログラム内容を組み立てている。

講師には，教育内容の専門にあたる教授査定官を任用

している。   

現在も年間の研修・訓練の時間数は基準があり，専

任で新任の入学査定官は年間 120 時間，専任で現職

入学査定官は年間 80 時間，新任の委嘱入学査定官は

年間 30 時間，再任の委嘱入学査定官は年間 15 時間

の研修訓練時間を設けている。 
 
4.2 入学査定官の人材養成と育成の教育内容 
表２は，大学教育協議会（2012）の入学査定官の

訓練養成のガイドラインにある新任者用の標準的な研

修訓練の教育内容である。これを見ると，入学査定官

の研修訓練の教育内容には「基本素養」「実務能力」

「専門スキル」の３分野があることがわかる。「基本素

養」には入学査定官制の概説，社会責務と職業倫理，学

生理解と高校教育課程および大学入試政策と制度が含ま

れ，「実務能力」には評価指標開発，相談・広報技法，

大学行政実務，合否判定模擬実習等が含まれ，「専門ス

キル」には合否評価能力開発，選考要素分析，資料管理，

意思疎通能力が含まれており，日常の業務スキルから専

門的知識と技術にわたって教育が展開されていることが

わかる。 
次に表３は，大学教育協議会(2012-13; 2013-15; 

2016)の資料より，新任者研修の教育内容と教育時間

数の推移を整理した。これによると，「高校教育正常

化寄与大学支援事業」体制となった2014年からは大

学教育協議会の研修訓練の時間が減少していることが

わかる。なくなった項目は，入学査定官制の概観，入

学査定関連の評価能力開発，大学行政実務実習，ワー

クショップおよびチームの課題の遂行である。「入学

査定官の概観」は入学査定官という新しい職業を紹介

するものであり，この選考が定着した後にはその必要

性もなくなったということで削減された。「入学査定

官の評価能力開発」「大学行政実務実習」，「ワーク

ショップおよびチームの課題の遂行」は,大学連携も

しくは個別大学での教育研修に集約された。各大学で

のこれらの内容に差が出てきたことから大学教育協議

会での研修より削減されたと考えられる。 

 
 

入学査定官制　運営現状

外国の大学の入学査定官選考

入学査定官の業務

入学査定官の職業倫理意識及び社会的責務

入学査定官制度関連の法律と倫理綱領

高等学校教育課程平常化運営

学生生活記録部の理解

創意的体験活動の理解

高校と大学間の教育課程連携

大学入学関連の政策と制度

大学入試の類型と特徴

定性的評価指標の開発と実習

定量的評価技法の開発と実習

進学相談技法及び実習

入試広報技法及び実習

大学の理念と人材像についての理解

専攻別専門スキルおよび人材像の理解

専攻別教育目的／課程の理解

専攻別将来進路の理解

・模擬面接および模擬相談実習

・受験生対象　学内キャンプ運営技法

大学行政の理解

入学査定官の行政業務

学内総合情報システムの理解

大学の奨学制度および全般的な学士課程運営制度の理解

大学入試模擬選考実習 模擬選考

入学査定官との対話

チーム　課題研究及び発表

評価の概要および類型

妥当性と信頼性

学生評価の理解

大学修学能力試験

学校生活記録簿

評価マニュアル熟知訓練

選考資料別　評価技法（自己紹介書、推薦書、学生提出書類）

自己紹介書及び推薦書

人間性・適性検査

評価マニュアル熟知訓練

選考資料別　評価技法（自己紹介書、推薦書、学生選択書類）

統計処理および高校ＤＢ構築

研究方法論、収入および入学関連ＤＢ構築方法・学生関連の資料

プレゼンテーション技法

コミュニケーション技法

面接の類型および技法

教育内容

入
学
査
定
官
基
本
素
養

入学査定官制の概観

入学査定官の社会的責務
及び職業倫理

学生の理解および
高校教育課程の平常化の実際

大学入学政策および制度の
全般的理解

入
学
査
定
官
専
門
ス
キ
ル

入学査定関連の評価能力の
開発

大学入学選考要素分析
（定量的要素）

大学入学選考要素分析
（定性的要素）

入学査定関連資料の
管理能力と培養

入学選考関連の
意志流通能力の培養

入
学
査
定
官
実
務
能
力

大学入学試験評価指標の
開発実習

入学選考関連の相談
および広報の技法実習

大学行政実務実習

ワークショップおよび
チーム課題遂行

 
  

教科領域 教育内容 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年
入学査定官制の概観 9 5 - - -
大学入試専門家の

社会的責務や職業倫理
5 6 1 2 1

学生の理解及び
高校教育課程の編成と実際

15 9 3 2 3

大学入学政策や制度の
全般的な理解

11 10 1 1 2

(自由学期制運営事例
-15年に新設)

- - - 1 -

総計 40 30 5 6 6
入学査定関連評価能力開発 9 9 - - -
大学入学選考要素の分析

(定量的な要素)
6 3 2 2

大学入学選考要素の分析
(定性的要素)

9 9 3 3

合否査定の
関連資料管理能力の育成

22 13 3 3 3

入学選考関連の
意思疎通能力の育成

15 6 2 2 2

総計 61 40 10 10 9
大学入学試験評価指標の

開発実習
10 6 3 3 3

入学選考関連の相談および
広報技法実習

27 16 2 2 2

大学行政実務実習 6 4 - - -
大学入試の模擬選考実習 12 12 10 9 10

ワークショップおよびチー
ムの課題の遂行

19 12 - - -

総計 74 50 15 14 15
合計 175 120 30 30 30

入試専門家
基本素養

入試専門家
専門スキル

4

入試専門家
実務能力

表3  年度別 新任者研修の教育内容と時間数の推移 

表2  入学査定官の研修訓練の教育内容 
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表４は，大学教育協議会（2012-2013）より現職の

入学査定官の研修訓練の運営状況をまとめた。2012，
13年の研修訓練は養成機関で実施をしており，大学

教育協議会は，教育内容の提示のみを行った。内容は，

養成期や新任期のときの基礎的な知識からアップグレ

ードすべき入試や教育動向等の情報と知識，さらに上

位レベルになりうる知識理解とスキル開発の項目が取

り上げられていることがわかる。 
 
表４  現職の入学査定官の教育内容と研修訓練時間 

（2012-2013） 
（単位：時間）

教科領域 教育内容 2012年 2013年
教育政策と教育の発展

入学査定完成と公教育発展

大学入試関連法規の理解

高等学校の教育課程の編成と運営

進学指導教師との対話

進学行政運営の実際や理解

選考資料の活用

学生面接の理解及び実際

選考統計の理解及び実施

入学査定官制の課題および発展方向

入学査定官制度関連法律と倫理綱領

倫理関連事例分析や討論

入学査定官の職務の社会倫理的責任

推薦・随時の指導事例および発展方向

模擬選考実習

入学選考の事例研究発表

入学査定官の実務行政

100 60

教育政策の理解 8 6

学校教育の理解 10 6

入学査定官制の
運用実態

32 18

合計

学生部総合選考
の理解及び実際

40 24

倫理的責務と
制度的素養

10 6

 
  
表５（大学教育協議会2015）のように養成機関を

廃止してから，大学教育協議会は「大学入試選考の運

営力の強化研修」として，15時間の現職入学査定官

向けの研修訓練を実施している。しかし，表４.と比

べると項目数は減少し，特にスキル開発的な項目がな

くなっていることがわかる。 

 

さらに，表６（大学教育協議会2015）のように委

嘱入学査定官用の研修訓練も23時間実施している。

これより，委嘱入学査定官には査定業務の必要最低限

の知識について研修訓練を実施していることがわかる。 
 

領域 細部教育内容(案) 履修時間

-大学入試関連の法規の理解

-大学入学選考の基本事項および実行計画

-学生部総合選考(入学査定官選考)と公教育発展

-学生部総合選考(入学査定官選考)の懸案および発展方向

-高校の教育課程の編成と運営

-学校生活記録簿や創意体験活動の理解

-書類評価の理解及び実際

-学生部総合選考(入学査定官選考)の選考要素

-選考資料の活用

-生徒の面接の理解及び実際

-学生部総合選考(入学査定官選考)、関連法令および倫理
綱領

-倫理関連事例分析や討論

-入学査定官の職務の社会倫理的責任

-個人情報保護法の理解

4

8

8

3

教育政策の理解

高等学校教育の理
解

学生部総合選考
(入学査定官選考)
の理解及び実際

倫理的責任と制度
的心得

 
 
次に，現在個別大学で実施されている研修訓練に

ついて調査した。ソウル市内のＫ大学（2012）では，

入学査定官の教育・訓練が主に４～６月に実務スキ

ル，７～10月に評価スキル，11～12月に問題解決ス

キル，１～３月に情報探索スキルのスケジュールで

行われている。 
さらに，上記大学で実施されているスキルの研修

訓練は，次のような教育内容である。実務スキルに

ついては，現職の場合，高校の現況（教育課程や進

路指導等）であり，新任の場合，基本素養と倫理教

育，入学査定官職務であった。評価スキルについて

は，現職の場合，評価事例研究（合宿形式），模擬

的な書類および面接評価実習であり，新任の場合，

模擬評価の集中的な教育とオンライン評価システム

の理解に向けたものであった。問題解決スキルにつ

いては，現職・新任ともに随時募集実施後の評価に

関するリフレクションセミナー，今後の評価に有効

な事例共有セミナーであり，情報探索スキルについ

ては，現職の場合，研究課題の共有と外部ワーク･シ

ョップやセミナーの参加，新任は入学査定官専門家

養成研修の履修であった。 
また，大学は入学査定官のキャリアモデルを設計し

ている。専門性の高度化と合わせてスキル体系を構築

表6  委嘱入学査定官の教育内容と研修訓練時間 

（2015）

表5 現職の入学査定官の教育内容と研修訓練時間

（2015）

領域 細部教育内容(案) 履修時間

-大学入試政策推進現状及び課題 2

-大学入試関連の法規の理解 2

-高校教育課程の編成と運営 2

-進路進学相談教師や進学指導教師との対話 2

-大学入試選考の公正性及び信頼性向上方策

-大学別運営の事例

-個人情報保護法の理解 2

-高校-大学連携の現況と方策

-大学別運営の事例

大学入試政策の理解

高校教育の理解

大学入試選考の公正
性及び信頼性向上

2

高校-大学連携 3
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し，キャリア段階に必要な能力やスキルを提示してい

る。 
まず，入学査定官を新規，キャリア，幹部に３段階

に区分けして，基礎素養→基本素養→専門家→リーダ

ーの体系を設定している。「基礎素養」には，基本業

務能力が求められ，意思疎通能力や行政業務能力とス

キルがその内容となっており，「基本素養」には，入

試政策知識が求められ，大学入試政策知識，高校教育

課程知識が内容となっている。「専門家」は，分析お

よび評価能力が求められ，入試システムおよび評価知

識と分析，選考結果分析と設計および書類・面接の評

価知識とスキルがその内容となっている。「リーダ

ー」は入学査定官組織のマネージャーや教授査定官を

対象としており，統率・コンサルタント，ビジョン提

示能力が求められ，入試政策の立案やビジョンを提示

する役割を担っている。中でも教授査定官は，入学査

定官の教育や高大接続に関わる研究が役割に付加され

ている。このように入学査定官のキャリアモデルを設

計して，それに応じることで研修訓練プログラムの教

育内容が決められている。 
表７は，Ｋ大学（2012）における各種入学査定官

ごとの研修訓練の教育内容を作表したものである。専

任の新任入学査定官は全領域が研修訓練対象であり，

専任の現職入学査定官は動向的な情報と知識，さらに

上位段階の知識理解と課題解決，スキル開発が研修訓

練の教育内容である。委嘱の新任入学査定官は，合否

評価に直接関係する項目が研修訓練の教育内容であり，

委嘱の経験ある入学査定官は，動向的な情報と知識お

よび評価スキルを強化する項目が研修訓練の教育内容

である。 
 

5 本研究の成果 

本研究により入学査定官の専門性向上施策の導入か

ら定着した現在の状況が明らかになった。入学査定官

制導入の当初は入学査定官人材を拡大させるため，指

定養成機関を各地方に設置し，約140時間もの教育訓

練を行った。その後政権が変わり，入学査定官制入試

事業は高等学校正常化寄与事業へと変化した。入学査

定官による入試の導入が進行し，多くの大学に配置さ

れるようになったので，養成機関は廃止された。現在

は専任の場合の新任および現職の入学査定官，委嘱の

場合の新任および経験ある入学査定官ごとの教育訓練

が実施され，それぞれ当初より時間数も減少してい

る。 
教育内容は，専任かつ新任の入学査定官の受講領

域が一番広く，各種の査定官は担当業務に応じて教

育内容が設計されている。また養成機関がなくなっ

た現在は，大学教育協議会もしくは大学連携や個別

大学主催で研修訓練が実施されており，その講師は

教授査定官が主に担っていることがわかった。 
次に，教育内容が「基本素養」「専門スキル」

「実務能力」の３分野で構成され，日常業務におけ

る専門的知識・スキルの取得が体系的に整理されて

いることが判明した。中でも，入学査定官が高校教

育課程や実際の高校教育状況を知り，その学校の生

徒を判定する能力を持つということは，高校教育側

にとっても教育指導要領に則った厳格な教育展開と，

教育指導法の創意工夫が必要となってくることが容

易に想定できる。調査取材をした研修講師は「この

入学者選抜システムが成立すると，確かに高校教育

の質保証は担保されるシステムとなる」言っており，

高校教育の正常化に向けた仕掛けとなっていること

がわかる。 
また，入学査定官が担う業務領域は，韓国にとっ

て入学査定官制入試以前はなかった範疇である。韓

国の入学査定官による入試は，米国のアドミッショ

ンにおけるシステムを導入したものであるが，韓国

表7 個別大学で設定した各種入学査定官の教育内容

教科領域 教育内容 新人（専任） 現職（専任） 委嘱（新人） 委嘱（経験）

入学査定官制の概観 ○ 　 ○ 　

大学入試専門家の
社会的責務や職業倫理

○ 　 ○ 　

学生の理解および
高校教育課程の編成と実際

○ ○ ○ ○

大学入学政策や制度の
全般的な理解

○ 　 ○ 　

入学査定関連評価能力
開発

○ ○ ○ ○

大学入学選考要素の分析
(定量的な要素)

○ ○ ○ 　

大学入学選考要素の分析
(定性的要素)

○ ○ ○ 　

合否査定の
関連資料管理能力の育成

○ 　 ○ ○

入学選考関連の
意思疎通能力の育成

○ ○ ○ ○

大学入学試験評価指標の
開発実習

○ ○ 　 　

入学選考関連の相談
および広報技法実習

○ ○ 　 　

大学行政実務実習 ○ 　 　 　

大学入試の模擬選考実習 ○ ○ ○ ○

ワークショップおよびチーム
の課題の遂行

○ ○ ○ ○

入試専門
家基本素

養

入試専門
家専門ス

キル

入試専門
家実務能

力
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表４は，大学教育協議会（2012-2013）より現職の

入学査定官の研修訓練の運営状況をまとめた。2012，
13年の研修訓練は養成機関で実施をしており，大学

教育協議会は，教育内容の提示のみを行った。内容は，

養成期や新任期のときの基礎的な知識からアップグレ

ードすべき入試や教育動向等の情報と知識，さらに上

位レベルになりうる知識理解とスキル開発の項目が取

り上げられていることがわかる。 
 
表４  現職の入学査定官の教育内容と研修訓練時間 

（2012-2013） 
（単位：時間）

教科領域 教育内容 2012年 2013年
教育政策と教育の発展

入学査定完成と公教育発展

大学入試関連法規の理解

高等学校の教育課程の編成と運営

進学指導教師との対話

進学行政運営の実際や理解

選考資料の活用

学生面接の理解及び実際

選考統計の理解及び実施

入学査定官制の課題および発展方向

入学査定官制度関連法律と倫理綱領

倫理関連事例分析や討論

入学査定官の職務の社会倫理的責任

推薦・随時の指導事例および発展方向

模擬選考実習

入学選考の事例研究発表

入学査定官の実務行政

100 60

教育政策の理解 8 6

学校教育の理解 10 6

入学査定官制の
運用実態

32 18

合計

学生部総合選考
の理解及び実際

40 24

倫理的責務と
制度的素養

10 6

 
  
表５（大学教育協議会2015）のように養成機関を

廃止してから，大学教育協議会は「大学入試選考の運

営力の強化研修」として，15時間の現職入学査定官

向けの研修訓練を実施している。しかし，表４.と比

べると項目数は減少し，特にスキル開発的な項目がな

くなっていることがわかる。 

 

さらに，表６（大学教育協議会2015）のように委

嘱入学査定官用の研修訓練も23時間実施している。

これより，委嘱入学査定官には査定業務の必要最低限

の知識について研修訓練を実施していることがわかる。 
 

領域 細部教育内容(案) 履修時間

-大学入試関連の法規の理解

-大学入学選考の基本事項および実行計画

-学生部総合選考(入学査定官選考)と公教育発展

-学生部総合選考(入学査定官選考)の懸案および発展方向

-高校の教育課程の編成と運営

-学校生活記録簿や創意体験活動の理解

-書類評価の理解及び実際

-学生部総合選考(入学査定官選考)の選考要素

-選考資料の活用

-生徒の面接の理解及び実際

-学生部総合選考(入学査定官選考)、関連法令および倫理
綱領

-倫理関連事例分析や討論

-入学査定官の職務の社会倫理的責任

-個人情報保護法の理解

4

8

8

3

教育政策の理解

高等学校教育の理
解

学生部総合選考
(入学査定官選考)
の理解及び実際

倫理的責任と制度
的心得

 
 
次に，現在個別大学で実施されている研修訓練に

ついて調査した。ソウル市内のＫ大学（2012）では，

入学査定官の教育・訓練が主に４～６月に実務スキ

ル，７～10月に評価スキル，11～12月に問題解決ス

キル，１～３月に情報探索スキルのスケジュールで

行われている。 
さらに，上記大学で実施されているスキルの研修

訓練は，次のような教育内容である。実務スキルに

ついては，現職の場合，高校の現況（教育課程や進

路指導等）であり，新任の場合，基本素養と倫理教

育，入学査定官職務であった。評価スキルについて

は，現職の場合，評価事例研究（合宿形式），模擬

的な書類および面接評価実習であり，新任の場合，

模擬評価の集中的な教育とオンライン評価システム

の理解に向けたものであった。問題解決スキルにつ

いては，現職・新任ともに随時募集実施後の評価に

関するリフレクションセミナー，今後の評価に有効

な事例共有セミナーであり，情報探索スキルについ

ては，現職の場合，研究課題の共有と外部ワーク･シ

ョップやセミナーの参加，新任は入学査定官専門家

養成研修の履修であった。 
また，大学は入学査定官のキャリアモデルを設計し

ている。専門性の高度化と合わせてスキル体系を構築

表6  委嘱入学査定官の教育内容と研修訓練時間 

（2015）

表5 現職の入学査定官の教育内容と研修訓練時間

（2015）

領域 細部教育内容(案) 履修時間

-大学入試政策推進現状及び課題 2

-大学入試関連の法規の理解 2

-高校教育課程の編成と運営 2

-進路進学相談教師や進学指導教師との対話 2

-大学入試選考の公正性及び信頼性向上方策

-大学別運営の事例

-個人情報保護法の理解 2

-高校-大学連携の現況と方策

-大学別運営の事例

大学入試政策の理解

高校教育の理解

大学入試選考の公正
性及び信頼性向上

2

高校-大学連携 3
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し，キャリア段階に必要な能力やスキルを提示してい

る。 
まず，入学査定官を新規，キャリア，幹部に３段階

に区分けして，基礎素養→基本素養→専門家→リーダ

ーの体系を設定している。「基礎素養」には，基本業

務能力が求められ，意思疎通能力や行政業務能力とス

キルがその内容となっており，「基本素養」には，入

試政策知識が求められ，大学入試政策知識，高校教育

課程知識が内容となっている。「専門家」は，分析お

よび評価能力が求められ，入試システムおよび評価知

識と分析，選考結果分析と設計および書類・面接の評

価知識とスキルがその内容となっている。「リーダ

ー」は入学査定官組織のマネージャーや教授査定官を

対象としており，統率・コンサルタント，ビジョン提

示能力が求められ，入試政策の立案やビジョンを提示

する役割を担っている。中でも教授査定官は，入学査

定官の教育や高大接続に関わる研究が役割に付加され

ている。このように入学査定官のキャリアモデルを設

計して，それに応じることで研修訓練プログラムの教

育内容が決められている。 
表７は，Ｋ大学（2012）における各種入学査定官

ごとの研修訓練の教育内容を作表したものである。専

任の新任入学査定官は全領域が研修訓練対象であり，

専任の現職入学査定官は動向的な情報と知識，さらに

上位段階の知識理解と課題解決，スキル開発が研修訓

練の教育内容である。委嘱の新任入学査定官は，合否

評価に直接関係する項目が研修訓練の教育内容であり，

委嘱の経験ある入学査定官は，動向的な情報と知識お

よび評価スキルを強化する項目が研修訓練の教育内容

である。 
 

5 本研究の成果 

本研究により入学査定官の専門性向上施策の導入か

ら定着した現在の状況が明らかになった。入学査定官

制導入の当初は入学査定官人材を拡大させるため，指

定養成機関を各地方に設置し，約140時間もの教育訓

練を行った。その後政権が変わり，入学査定官制入試

事業は高等学校正常化寄与事業へと変化した。入学査

定官による入試の導入が進行し，多くの大学に配置さ

れるようになったので，養成機関は廃止された。現在

は専任の場合の新任および現職の入学査定官，委嘱の

場合の新任および経験ある入学査定官ごとの教育訓練

が実施され，それぞれ当初より時間数も減少してい

る。 
教育内容は，専任かつ新任の入学査定官の受講領

域が一番広く，各種の査定官は担当業務に応じて教

育内容が設計されている。また養成機関がなくなっ

た現在は，大学教育協議会もしくは大学連携や個別

大学主催で研修訓練が実施されており，その講師は

教授査定官が主に担っていることがわかった。 
次に，教育内容が「基本素養」「専門スキル」

「実務能力」の３分野で構成され，日常業務におけ

る専門的知識・スキルの取得が体系的に整理されて

いることが判明した。中でも，入学査定官が高校教

育課程や実際の高校教育状況を知り，その学校の生

徒を判定する能力を持つということは，高校教育側

にとっても教育指導要領に則った厳格な教育展開と，

教育指導法の創意工夫が必要となってくることが容

易に想定できる。調査取材をした研修講師は「この

入学者選抜システムが成立すると，確かに高校教育

の質保証は担保されるシステムとなる」言っており，

高校教育の正常化に向けた仕掛けとなっていること

がわかる。 
また，入学査定官が担う業務領域は，韓国にとっ

て入学査定官制入試以前はなかった範疇である。韓

国の入学査定官による入試は，米国のアドミッショ

ンにおけるシステムを導入したものであるが，韓国

表7 個別大学で設定した各種入学査定官の教育内容

教科領域 教育内容 新人（専任） 現職（専任） 委嘱（新人） 委嘱（経験）

入学査定官制の概観 ○ 　 ○ 　

大学入試専門家の
社会的責務や職業倫理

○ 　 ○ 　

学生の理解および
高校教育課程の編成と実際

○ ○ ○ ○

大学入学政策や制度の
全般的な理解

○ 　 ○ 　

入学査定関連評価能力
開発

○ ○ ○ ○

大学入学選考要素の分析
(定量的な要素)

○ ○ ○ 　

大学入学選考要素の分析
(定性的要素)

○ ○ ○ 　

合否査定の
関連資料管理能力の育成

○ 　 ○ ○

入学選考関連の
意思疎通能力の育成

○ ○ ○ ○

大学入学試験評価指標の
開発実習

○ ○ 　 　

入学選考関連の相談
および広報技法実習

○ ○ 　 　

大学行政実務実習 ○ 　 　 　

大学入試の模擬選考実習 ○ ○ ○ ○

ワークショップおよびチーム
の課題の遂行

○ ○ ○ ○

入試専門
家基本素

養

入試専門
家専門ス

キル

入試専門
家実務能

力

韓国のアドミッション専門家養成・能力開発システム
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の場合，厳格な合否判定が求められている点が，米国

と比べて大きく異なる。そのため，時代性に左右され

る情報やその更新に対する内容理解，その領域が持つ

レベルの高度化も求められており，入学査定官人材は，

高度な知識とスキルだけでなく，正当な評価者として

の倫理観や人間性（考え方・態度も含めて）が要求さ

れているという点が，研修訓練の教育内容から読み取

れる。 
さらに，韓国の場合，入学査定官のキャリアモデル

が大学により策定され，専門性の高度化を後押しして

いることも特徴として明示できた。 
 

6 入学者選抜担当者の専門性向上への示唆 
本研究で明らかになったように，韓国では入学査定

官の多くの研修訓練時間とともに体系的な知識・スキ

ル修得が彼らの評価の質保証の一部となり，次代の教

育に対応した高校教育の正常化に繋がっている。同時

に入学査定官の業務範疇と能力レベルが職務段階別に

示され，地位の安定化と将来性をもたせようとしてい

る。 
日米のＡＯ入試を比較研究し，韓国における入学査

定官制入試の設計を提案する段階で，鄭（2009:５）

は，「特に現政権は大学自律化政策を取り，これで大

学入試政策の基本方向が示された。ここに要求されて

いることは大学の責務性と専門性であり，その中でも

選抜の専門性確保は大学入試政策の成否を左右する最

も基本的案件と認識された。これに伴い入学査定官制

は大学の選抜専門性確保が重要な条件になりながら大

学入試政策の中心に位置することになった」と，入学

査定官の専門性の重要性を強調している。 
韓国ではこの新しい入試システムを導入し，実施し，

定着させるために入学査定官人材の専門性向上が避け

られない事業として着手されていった。なぜなら，正

当な評価者としての大前提が崩れると，韓国における

次代の教育に対応した多面的・総合的な判定入試の実

施はもとより，高校教育の正常化に繋がらないという

政策そのものの土台が崩壊する恐れがあるからである。 
また，大学が独自に入試設計できるからこそ，大学

の責務と専門性は重要である。殊に，大学入学者選抜

は高校教育および大学入試の仕組み（制度や作問・評

価等）の専門性をアドミッション専門家の能力開発と

地位の安定の両面から確保する必要がある。 
しかし，日本のアドミッション専門家の状況を鑑み

た場合，育成環境が整っているとは言いがたい。ほん

の２～３年前まで現在のアドミッション人材の育成や

能力開発のためのまとまった期間や研修機関が我が国

では存在しなかった。日々刻々と変化する教育情報の

獲得や研究力等，業務に関係する知識・スキルと能力

について，人材の育成や能力開発は担当者個人の判断

に委ねている状況であった。 
今後の変化する初等・中等教育の変化の対応として

受験生の主体性等といった多面的・総合的な評価を大

学入試で本格的に導入するには，アドミッション専門

家の基本的職務能力の標準化と底上げが必要不可欠で

あり，業務内容に応じた定期的な研修の創出が必要で

ある。これは，アドミッション専門家が多面的・総合

的な評価に関わる評価人材の学内研修の中心的存在と

なり，評価の質と量双方の対応が可能となることを見

通した重要な事業となろう。 
また，そもそも日本には，アドミッション専門家の

キャリアの体系が存在しない。Gilley and Eggland
（1989）では，キャリア開発は，組織の要求と個人

の成長を調和させるために，組織構成員がそれぞれ自

分の能力と関心事について認知し，未来のキャリアプ

ランおよびキャリアパスを発掘することであると説い

ているが，この組織の欲求と個人の成長を調和させる

キャリアモデルが現在の日本のアドミッションセンタ

ーの担当者にはない。個人のキャリアプランニングや

キャリアパスが発揮できるよう，大学側は組織の要求

する内容と能力レベルの提示が必要であり，高度化に

応じて地位の確保が可能な環境を人事施策で講じる必

要があると考える。 
 
注 
1) 中央教育審議会（2014：26-27）「新しい時代に 
ふさわしい高大接続の実現に向けた高等学校教育， 
大学教育，大学入学者選抜の一体的改革について」 
より，高大接続改革を実現するための具体策とは， 
①各大学おける個別選抜改革と教育の質的転換を実

現するための，実効的な政策手段 ②新テストの制

度設計，実施体制 ③高等学校教育の改革 ④評価 
方法の改革，と記されている。 

2) 韓国では４年制大学のことを「大学校」と言うが， 
本論文では，便宜上「大学」で表記する。 

３) p１右１行～13 行目までは，韓国大学教育協議

会(2013)「大学情報 119｣および韓国大学教育協議

会(2016).「2016 年度高校教育正常化寄与大学支援

事業」と韓国現地での調査取材を参考にしている。 
４)「教育部」とは，日本の文部科学省を指す。 
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の場合，厳格な合否判定が求められている点が，米国

と比べて大きく異なる。そのため，時代性に左右され

る情報やその更新に対する内容理解，その領域が持つ

レベルの高度化も求められており，入学査定官人材は，

高度な知識とスキルだけでなく，正当な評価者として

の倫理観や人間性（考え方・態度も含めて）が要求さ

れているという点が，研修訓練の教育内容から読み取

れる。 
さらに，韓国の場合，入学査定官のキャリアモデル

が大学により策定され，専門性の高度化を後押しして

いることも特徴として明示できた。 
 

6 入学者選抜担当者の専門性向上への示唆 
本研究で明らかになったように，韓国では入学査定

官の多くの研修訓練時間とともに体系的な知識・スキ

ル修得が彼らの評価の質保証の一部となり，次代の教

育に対応した高校教育の正常化に繋がっている。同時

に入学査定官の業務範疇と能力レベルが職務段階別に

示され，地位の安定化と将来性をもたせようとしてい

る。 
日米のＡＯ入試を比較研究し，韓国における入学査

定官制入試の設計を提案する段階で，鄭（2009:５）

は，「特に現政権は大学自律化政策を取り，これで大

学入試政策の基本方向が示された。ここに要求されて

いることは大学の責務性と専門性であり，その中でも

選抜の専門性確保は大学入試政策の成否を左右する最

も基本的案件と認識された。これに伴い入学査定官制

は大学の選抜専門性確保が重要な条件になりながら大

学入試政策の中心に位置することになった」と，入学

査定官の専門性の重要性を強調している。 
韓国ではこの新しい入試システムを導入し，実施し，

定着させるために入学査定官人材の専門性向上が避け

られない事業として着手されていった。なぜなら，正

当な評価者としての大前提が崩れると，韓国における

次代の教育に対応した多面的・総合的な判定入試の実

施はもとより，高校教育の正常化に繋がらないという

政策そのものの土台が崩壊する恐れがあるからである。 
また，大学が独自に入試設計できるからこそ，大学

の責務と専門性は重要である。殊に，大学入学者選抜

は高校教育および大学入試の仕組み（制度や作問・評

価等）の専門性をアドミッション専門家の能力開発と

地位の安定の両面から確保する必要がある。 
しかし，日本のアドミッション専門家の状況を鑑み

た場合，育成環境が整っているとは言いがたい。ほん

の２～３年前まで現在のアドミッション人材の育成や

能力開発のためのまとまった期間や研修機関が我が国

では存在しなかった。日々刻々と変化する教育情報の

獲得や研究力等，業務に関係する知識・スキルと能力

について，人材の育成や能力開発は担当者個人の判断

に委ねている状況であった。 
今後の変化する初等・中等教育の変化の対応として

受験生の主体性等といった多面的・総合的な評価を大

学入試で本格的に導入するには，アドミッション専門

家の基本的職務能力の標準化と底上げが必要不可欠で

あり，業務内容に応じた定期的な研修の創出が必要で

ある。これは，アドミッション専門家が多面的・総合

的な評価に関わる評価人材の学内研修の中心的存在と

なり，評価の質と量双方の対応が可能となることを見

通した重要な事業となろう。 
また，そもそも日本には，アドミッション専門家の

キャリアの体系が存在しない。Gilley and Eggland
（1989）では，キャリア開発は，組織の要求と個人

の成長を調和させるために，組織構成員がそれぞれ自

分の能力と関心事について認知し，未来のキャリアプ

ランおよびキャリアパスを発掘することであると説い

ているが，この組織の欲求と個人の成長を調和させる

キャリアモデルが現在の日本のアドミッションセンタ

ーの担当者にはない。個人のキャリアプランニングや

キャリアパスが発揮できるよう，大学側は組織の要求

する内容と能力レベルの提示が必要であり，高度化に

応じて地位の確保が可能な環境を人事施策で講じる必

要があると考える。 
 
注 
1) 中央教育審議会（2014：26-27）「新しい時代に 
ふさわしい高大接続の実現に向けた高等学校教育， 
大学教育，大学入学者選抜の一体的改革について」 
より，高大接続改革を実現するための具体策とは， 
①各大学おける個別選抜改革と教育の質的転換を実

現するための，実効的な政策手段 ②新テストの制

度設計，実施体制 ③高等学校教育の改革 ④評価 
方法の改革，と記されている。 

2) 韓国では４年制大学のことを「大学校」と言うが， 
本論文では，便宜上「大学」で表記する。 

３) p１右１行～13 行目までは，韓国大学教育協議

会(2013)「大学情報 119｣および韓国大学教育協議

会(2016).「2016 年度高校教育正常化寄与大学支援

事業」と韓国現地での調査取材を参考にしている。 
４)「教育部」とは，日本の文部科学省を指す。 
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